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令和６年度 岡崎市教育研究大会リポート 

１  19 総合的な学習  

                        岡崎市立生平小学校  杉本智恵 

２ 研究テーマ 

  身近な環境に主体的に関わり、よりよい環境について考え、行動できる子供の育成 

  ―３年 総合的な学習の時間「セキレイのすむ町 すてきな生平」の実践を通して― 

３ 研究概要 

（１）主題設定の理由 

 本校は、全校で愛鳥活動に取り組んでいる小学校である。そのため、本学級の子供たちも野鳥愛や野鳥を守って

いきたいという意識はとても高い。しかし、野鳥と自然環境との関係や人間の生活との関わりなど、背景にある要

因や環境変化などにあまり考えが及んでいない現状があった。SDGｓが叫ばれ、学校教育においても持続可能な自

然環境の形成や社会づくりについて考え、行動していくことができる子供の育成が求められている。本校において

も、単なる野鳥調査や野鳥保護で終わるのではなく、愛鳥活動を窓口にして、野鳥調査から自然環境や人間の生活

との関わりを見つめ、持続可能な自然環境を目指して、よりよい自然保護や環境保全のあり方について考え、行動

していく総合的な学習（本校では「ふるさと学習」と呼んでいる。以下ふるさと学習）を創っていきたいと考えた。 

そこで、３年生の子供たちに、セキレイを題材にして、３種類のセキレイの分布調査から身近な自然環境を見つ

め、よりよい自然環境のあり方について考えを深め、自分達ができる環境保全に取り組んでいくことができる子供

を育てていきたいと考えた。 

  

（２）研究の仮説と手だて 

〇目指す子供像 

 

 

 

 

〇仮説と手立て 

＜仮説１＞ふるさと学習の単元の始まりに、愛鳥活動を窓口にした体験活動の位置づけや地域の人と共に取り組む

野鳥の分布調査を行えば、身近な自然環境について関心をもち、課題を見つけることができるだろう。 

【手立て１】愛鳥活動を窓口にした体験活動の位置づけ 

     ・ターゲットバードであるセキレイについて調べ、学校や身近な場所のセキレイ分布調査を実施する。 

【手立て２】地域の人と共に行う野鳥の分布調査 

    ・学区の老人会や全校児童に協力をお願いし、学区全体の３種類のセキレイ分布調査を行う。一月ごと

の生息分布の状況を調べる。   

・分布図から分かることを話し合い、それぞれのセキレイの生息状況と特徴について考察する。 

＜仮説２＞ふるさと学習の追究過程で、専門家講師への聞き取りの場の位置づけやタブレット端末（iPad）を活用

した意見交流の工夫を行えば、自ら進んで追究し、よりよい自然環境のあり方について深く考えること

ができるだろう。 

【手立て３】専門家の講師への聞き取りの場の位置づけ 

     ・個別追究で生まれた疑問や、調べたことに関することについて聞き取りを行う。 

【手立て４】タブレット端末（iPad）を活用した意見交流の工夫 

     ・調べ学習で得た情報をタブレット端末（iPad）の授業支援クラウド（スクールタクト）で共有し、い

つでも確認できるようにする。 

＜仮説３＞ふるさと学習の単元の終わりに、社会的発信活動の場や１年間の振り返りの場の設定をすれば、地域の

自然環境の現在や未来に思いをよせ、自分達ができる環境保全に取り組んでいくことができるだろう。 

【手立て５】社会的発信活動の場の設定 

・身近な自然環境について関心をもち、課題を見つけることができる子供 

・自ら進んで追究し、よりよい自然環境のあり方について深く考えることができる子供 

・地域の自然環境の現在や未来に思いをよせ、自分達ができる環境保全に取り組んでいくことができる子供 
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・追究過程で交流した市役所環境政策課の職員の方に自分たちの制作したセキレイ新聞を持って行き、

セキレイを守るための自分達の考えを提言する。 

【手立て６】１年間の追究活動の振り返りの場の設定 

     ・１年間を通して行った自分たちの追究活動を振り返り、これからの自分達の取り組みについて考えを

まとめる。 

〇単元計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇検証の方法について 

 

 

 

 

 

 

（３）実践 

①愛鳥活動を窓口にした体験活動の位置づけ（手立て１について） 

本校の児童は1年生の頃から野鳥を探し、ウォッチングカードにかいているため、

ターゲットバードである３種類のセキレイについて見分けがつく。しかし、セキレイ

について知っていることを尋ねると、体の色や大きさは答えたが、どこにいるのか、

どんなことをしているのかなど、詳しいことは知らなかった。そこで校内での

セキレイ調査を実施し、セキレイがどの場所にいるのか調べることにした。 

セキレイを見つけたら、校内の地図にハクセキレイは緑、セグロセキレイ

は青、キセキレイは黄色のシールを貼るようにした（（資料１）。児童Ｂは資料

２の赤線部分のように、運動場のシールが集まっていることに着目し、何日

にも渡り、じっくりと観察することで、同じ場所に繰り返し飛来してくる事

実を掴んだ。また、児童Ｂは家族の気付きを学級で伝えており、家族でも話

題にするほど興味をもっていることが分かる。そして、その発言から、児童

Ａは青線部分のように学校でよく見たという事実を餌になる虫と関係づけ

て考えることができている。さらに児童Ｂは話し合い後の振り返り（資料３）で「かぞ

くとじてん車でまわってプリントをこぴいしておく」と書いており、学区地図をコピー

したものを用意して家族と地域の調査も自主的に始めようとしていることが分かる。 

 単元の始まりに、自分達でできる学校内のセキレイ分布調査を行ったことで、セキレ

イをじっくり観察したり、野鳥と餌である虫との関係に気付くようになったりして、身近な自然環境に目が向き始

めた。また、家族の協力で、さらに意欲的になり、学校外の野鳥調査へのやる気も高めることができた。 

抽出児童Ａ、Ｂを中心に変容を追跡することで手立ての有効性について検証する。抽出児Ａは、野鳥を見つけ
る場所が身近な行動範囲内に限られている。そして、経験から考え自発的に調べようとはしない。また、学区の
人との関わりは受け身的である。抽出児Ｂは、個別学習を根気強く続けることが苦手で、追究を途中であきらめ
てしまう。また、分かったことを友達にうまく表現できずに終わってしまうことが多い。本単元を通して、児童
Ａは、視野や興味の幅を広げて追究を続け、自ら進んで環境保全に取り組んでいく姿を、児童Ｂは、見つけた課
題を根気強く追究し、分かったことや自分の考えを多くの人に自信をもって発信していく姿を期待する。 
 

【資料２】「マップから気づいたこと」の板書（5/2） 

【資料３】児童Ｂの振り返り（5/2） 

【資料１】校内のセキレイマップ（4/15～4/28実施） 

「セキレイのすむ町 すてきな生平」（４７時間完了）総合３５ 理科２ 社会３ 国語５ 算数１ 道徳１ 
○学区どんな場所にどんなセキレイがいるのか調べよう(12時間）  

・セキレイの違いを調べ学校のセキレイマップを作成する  ①～④    【手立て１】 

・老人会の方や全校児童に協力を依頼し、調査する     ⑤～⑩、随時 【手立て２】 

・調査から分かったことをまとめ、振り返りを行う     ⑪、⑫ 

○どうして市の鳥が「ハクセキレイ」なのだろう(19時間) 

・自分のテーマを決めて岡崎市とハクセキレイの関係を調べる⑬～㉘    【手立て４】 

（もっと知りたいことを専門家の方に聞く         ㉑、㉒）   【手立て３】 

・分かったことから考えをまとめ、発表する        ㉙～㉛ 

○セキレイを守れるように多くの人に伝えよう(16時間) 

・「ふるさと学習まとめ発表会」で地域の方に伝える     ㉜～㊲ 

・市役所の環境政策課に提言に行く            ㊳～㊺    【手立て５】 

・一年の活動を振り返る                 ㊻、㊼    【手立て６】 
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ハクセキレイ セグロセキレイ キセキレイ 

（２）地域の人と共に行う野鳥の分布調査（手立て２について） 

資料３の児童Ｂのように、地域に生息するセキレイに目が向くようになり、学区セキレイ調査を早く行いたいと

の声が上がってきた。そこで、学区の生息分布状況を調べることにした。しかし、本学級の児童は7名であり、広

い学区には、児童が住んでいない地域もある。さらに、資料２のように子供たちは昼間の調査が大事だと考えてい

た。そこで、全校児童だけでなく老人会の方に調査の協力をお願いし、学区の正確な分布状況が分かるようにした。 

全校児童への協力依頼は、全校行事（「ふるさと学習テーマ発表会」で行った。（「３年生が住んでいない、簗野と古

部の人は積極的に貼ってください。」と協力を依頼した。また学区の老人会の方たちを学校に招き、調査を依頼した。 

 

 

 

 

 

 

 

６～８月の得られた調査結果を、種類ご

との分布図にして全員で見比べた(資料

４)。児童Ａはキセキレイは（「森」と（「川」

がキーワードであることに気付く(資料

５)。セグロセキレイについては（「おいだ

いら」と大まかな捉えであったが、資料

６のように（「ちはらざわ」や児童Ｂの（「学

校周り」など具体的な地域についての話

が出てくると、その地域の人家の様子や

自然環境との関わりで分布図を見て「人

がいるところがいい鳥（ハクセキレイ）

と、自然がいい鳥（キセキレイ、セグロ

セキレイ）がいると思う」と考察し、学区に限定するのではなく、一般化してセキレイの生態を捉えた。そこから

児童Ｂは「ほかのまちとかでもどこでみられるのか」（資料７）と学区外についての課題を見出すことができた。 

老人会の方や全校児童とともに分布調査を行ったことで、３種類のセキレイの生息分布の違いが明確化された。

そして、セキレイの生態について自分の考えをもち、学区から視野を広げるような新たな課題を抱くようになった。 

（３）専門家の講師への聞き取りの場の位置づけ（手立て３について） 

学区から視野を広げ、岡崎市の鳥がどうしてハクセキレイなのか、予想を

立て、個別に調べる活動を行った。そして、追究の過程で生まれた疑問を専

門家の講師へ聞き取りをする場を設けた。 

児童Ａは、「岡崎市は川が多いためハクセキレイがよく見られるのか」をテ

ーマとして調べた。岡崎野鳥の会の会誌（ ハクセキレイ』の探鳥記録からハ

クセキレイの記録を見つけ、岡崎市の地図へ書き込んでいった。しかし、資

料８の赤丸の大平川以外は川での記録はなく「かわのちかくは、あんまりい

なさそうだなあ」と川との関係に疑問をもった。そこで、ハクセキレイの

生息場所をインターネットで調べる。しかし疑問は解決されなかった。そ

こで、児童Ａは、野鳥の会の講師に資料９の質問をして、矢作川は大平川、

菅生川についで３番目に多いことを知る。さらに、長年のデータの積み重

ねにより「むかしと今ではセキレイの見られるじきやいる場所がかわって

いる」（資料10）と分かるのだと知り、調査の継続性の意義や分析の大切さ

を感じた児童Ａの追究は、「学区のセキレイマップがどうなっているのか」と

【資料4】３種類のセキレイの分布の違い 

【資料6】話し合い後の板書（9/12） 

【資料5】児童Ａのスク-ルタクト 
への書き込み（9/12） 

【資料 9】児童Ａの質問内容（ 1 1 / 2 8） 

【資料7】児童Ｂの振り返り（9/12） 

【資料8】児童Ａスクールタクトに地図を 
取り込み考えを記入したページ（11/5） 
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自分達が行っているセキレイ調査に立ち戻り、データ収集やセキレイマッ

プを丁寧に読み取っていくことに力を入れた。そして、月ごとのマップか

らシールの数を数えて表を作った（（資料11）。11月に一番セキレイが多

いこと、3種類の中でセグロセキレイ

が一番多いことを掴む。そこで、児童

Ａの数調べの表を学級全体で見て、こ

んな生平をどう思うか尋ねた（資料

12）。板書記録の赤線部分「自然があ

ってセキレイがすみやすい」「人に近

づくハクセキレイもいて、自然がすき

なセグロ、キセキもいてすごいな、す

ばらしい」という学区の自然環境のよ

さを捉えた他の児童達の発言から、児

童Ａは板書青線のように（「じゃあ、鳥、

セキレイがすきな人は生平に来てく

ださいって言おうよ。」「生平の11月

はすごいですよ。見たい人は 11 月の生平

へどうぞって。」と学区外の人へ発信の意欲をもつようになった。 

 学習の追究過程で、専門家講師への聞き取りを行ったことで、問題解決を図るとともに、自分の調べを振り返り、

新たな視点で追究を深めた。さらに、その追究から地域の自然環境の良さを発信しようとする姿があった。 

（４）タブレット端末（iPad）を活用した意見交流の工夫（手立て４について） 

児童Ｂは、ハクセキレイが市の鳥なのは（「市民に人気があり、かわいいと思っているから」

と考えた。そこで本校の児童や教員、地域の人へアンケート調査行った。アンケートの内容

決めや集計で授業支援クラウド(スクールタクト)を活用し、得た情報を共有した。 

児童Ｂは最初、資料 13 の質問を考えた。「セキレイは好きですか」に加え、「どこで見

られますか」があるのは、他の質問もしたいという思いである。そこで、共同閲覧モ

ードにして、友達の調べを見られるようにした。児童Ｂは児童Ａから岡崎葵博のマス

コットキャラクター「ピー子」の調べを見つける（資料 14）。消防署の救助工作車の

エンブレムがハクセキレイだと知っていた児童Ｂは、それ以外のキャラクターに驚

き、児童Ａに話しかけ、本校の教頭から借りた葵博の資料だと知る。教頭の（「葵博と

言ったらピー子だった。」という話にさらに驚き（「他の先生とか母ちゃんに聞いたらピ

ー子を知っていた。ピー子で市の鳥をアピールしてたのかな。」と情報を集め、アンケ

ート（（資料15）にはキャラクターと市

の鳥の関係が分かる項目を加えた。ま

た害鳥調べの児童から（「セキレイを害

鳥と言う人がいるなんて。でも何セキ

レイかな。セキレイが好きなら何セキ

レイか書くと思う。」と種類へのこだ

わりをもち始め、どのセキレイが好き

かとその理由も質問項目に加えた。 

集計は全員で行った。71名分を児童、地域の人、

教員に担当を分け、結果と気付いたことをスクールタクトで共有した。４年生を担当した児童Ｂは、「ピー子を知ら

ない」４年生（（資料16）と（「ピー子を知っている人は、みんな市の鳥がハクセキレイと知っていた」という他の児

童の気付き(資料17)を比べた。そして、71人中70人がハクセキレイをかわいいと答えたが、年代によってかわい

い理由が異なることに気付き、（「ピー子」と市の鳥との関わりから（「みんなに親しまれていてかわいい」と結論付け

【資料11】児童Ａのセキレイ数調べ 

【資料12】「セキレイ調査からどんなことが 
わかるのだろう」授業板書（2/2） 

【資料14】児童Ｂが参考にした児童Ａの 
        スクールタクト（11/12） 

【資料15】出来上がったセキレイアンケートの一部（11/19） 

【資料13】児童Ｂスクールタクト 
アンケートで聞きたいこと（11/5） 

【資料10】児童Ａの講師へのお礼の手紙（12/1） 
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た(資料18)。また、種ごとの人気

調べは、各集計データから（「なん

でセグロセキレイの人気が少な

くない（（少ない）のかが気になる」

と、アンケートをもう一度探す姿

があった。そして、セグロセキレ

イが日本固有種であることを理由

に挙げた回答から、市の鳥にするならセグロセキレイがいい

と考え（「日本でしか見れないから」を一番の理由として挙げ、

セグロセキレイへの思いを膨らませていった（資料19）。 

このように、学習の追究過程で、授業支援クラウド(スクー

ルタクト）を使って情報を共有することで、他の児童の学び

から自分の課題に活かせるものを選び活用したり、データを見

比べることで自分の考えを深めたりすることができた。 

（５）社会的発信活動の場の設定（手立て５について） 

 市の鳥に関することや野鳥保護の市の取組などについて、子供達は市

役所環境政策課とオンラインで質問や意見交換などをして交流してい

た。子供達は、市が自然教室や出前授業で自然の大切さを広めているこ

とを知り、自分達の思いも多くの人に知ってもらいたいと考えた。そこ

でお世話になった市役所環境政策課の方に制作したセキレイ新聞やポス

ターを持って行き、自分達の考えを提言することにした。 

 児童Ａは、探究過程で他の町で3種類ともすべて市の鳥にしていると

ころがあると発見した。さらに、世界のセキレイについても調べ、ハク

セキレイやキセキレイは世界中にいることを知る。日本固有種であるセ

グロセキレイの大切さを改めて実感した児童Ａ

は、資料20の（「岡崎市も市の鳥が（ セキレイ』だ

といいな」という思いを、市役所の職員に（「岡崎

市も市の鳥を３種のセキレイすべてにしてほし

い」と伝えた。児童Ｂは、「ピー子」のようにキ

ャラクターから知ってもらうことが大事だと考

え、自分でキャラクターを作り(資料 21）ポスタ

ー制作をした。そしてポスターをセキレイ新聞と

ともに（「市役所の多くの人が見てくれるところに掲

示をしてほしい」と市役所職員に手渡した。提言後

の振り返りで児童Ａは、市のホームページに掲載し

てくれるという発言から（「世界中に広まったら、自

然を守ってくれる人がいるかなと思います」(資料

22)と、発信からの環境保全を実感した。また、児童

Ｂは市役所職員の生物多様性の話から（「セキレイも

だけどすべての生き物大切にしたいです」(資料23)

と野鳥保護から野生生物保護へと視野を広げた。 

 ふるさと学習の単元の終わりに、市役所職員への

提言という社会的発信活動の場を設定したことで、

岡崎市の人々が今よりもっとセキレイを知って、セ

キレイや自然を大切にしてほしいという、岡崎市の 【資料19】児童Ｂ「市の鳥について」作文（12/15） 

【資料21】児童Ｂがセキレイ新聞に書いた記事 

【資料22】児童A 市役所振り返り（3/1） 

【資料16】児童Ｂ集計の気付き（12/8） 【資料17】他児童集計の気付き（12/8） 

【資料20】児童Ａがセキレイ新聞に書いた記事 

【資料18】児童Ｂ振り返り（12/8） 

【資料23】児童Ｂ市役所振り返り（3/1） 

【資料19】児童Ｂ作文（12/15） 
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未来に思いをよせて、自分達ができる環境保全のための発信を、充実感をもたせながら行動化することができた。 

（６）1年間の追究活動の振り返りの場の設定（（手立て６について） 

 単元の終わりに、1年間の追究活動を振り返り考えをまとめた。 

 学習ファイルやスクールタクトを見返し、単元の始めと終わりの

アンケートを比べた。児童Ａは、ふるさと学習について「鳥をしってくべん

きょう」から（「しぜんをたいせつにするじかん」(資料24)と生態調査から環

境保全へと考えが広がった。児童Ｂも「とりについてしらべる」から「自分

でしらべてまとめる時間」(資料25)と、課題解決に向けて自ら進んで追究し、

整理分析をして振り返るまでが学習であると捉えた。さらに最後の振り返り

でも、児童Ａは（「 しぜん』という言葉が心にのこった」ふるさと学習を（「まだ

まだしらべたいことがいっぱいあるから」続けたい、「わくわくどきどきです」

と自然を大切にする学習を今後も継続していく意欲を示した(資料26)。 

 単元の終わりに1年間の振り返りの場を設定することで、自分の成長を振り返

り今後の自分を思い描き自然を守っていく取組をしたいと考えをまとめた。 

 

５ 仮説の検証と今後の課題 

仮説１については、手立て１の学習の始めに自分達で学校内のセキレイ分布調

査を行うことで、児童Ｂが継続観察を行い、児童Ａが野鳥と虫との関係に気付い

たように、身近な自然環境に目が向き始めた。そして児童Ｂが家族と自転車で地

域調査を始めたように、学校外の野鳥調査へのやる気も高まった。手立て２の老

人会や全校児童と分布調査を行うことで、３種類のセキレイの生息域の違いが明

確化された。児童Ａは（「人がいるところがいい鳥と自然がいい鳥がいる」と新た

な考えをもち、児童Ｂは（「ほかのまちとかでもどこでみられるのか」と新たな探

究へ思いが高まった。よって手立て１や手立て２は、身近な自然環境について関心

をもち、課題を見付けることができる子供の育成に有効であった。 

 仮説２については、手立て３の学習の追究過程での、専門家講師への聞き取りから、児童Ａは追究過程で生まれ

た疑問を解決させた。そして、調査の継続性の意義や分析の大切さを知り、正確な学区セキレイ調査をし、丁寧な

分析を行いたいと追究を深めていった。手立て４のタブレット端末の授業支援クラウドを使って情報を共有するこ

とで、児童Ｂは友達の学びから自分の課題に活かせるものを見つけ活用した。また、調査結果の共有から、データ

を見比べ自分の考えを深めた。よって、手立て３や手立て４は、自ら進んで追究し、よりよい自然環境のあり方に

ついて深く考えることができる子供の育成に有効であった。 

仮説３については、手立て５のふるさと学習の単元の終わりに、市役所職員への提言という社会的発信活動の場

を設定したことで、児童Ａは「市の鳥を３種のセキレイすべてにしてほしい」と、児童Ｂはポスターとセキレイ新

聞を「多くの人が見てくれるところに掲示してほしい」と市役所職員に伝えた。そして、児童Ａは市のホームペー

ジ掲載という新たな広がりに感動し、発信からの環境保全を実感した。児童Ｂは市役所職員の生物多様性の話を聞

き、野鳥保護から野生生物保護へと視野を広げた。岡崎市民がセキレイを知って、セキレイや自然を大切にしてほ

しいという、岡崎市の未来に思いをよせて、環境保全のための発信を、充実感をもたせながら行動化することがで

きた。手立て６の1年間の振り返りの場を設定することで、児童Ａは生態調査から環境保全へと考えが広がった自

分の成長を、児童Ｂは課題解決に向けて追究を続け、思いを行動化できた自分の成長を振り返った。そして、児童

Ｂのように自然豊かな学区にいる将来の自分達を思い描き、これからも仲間や多くの人と協力して、地域の自然を

守っていく取組をしていきたいと、考えをまとめることができた。よって、手立て５や手立て６は、地域の自然環

境の現在や未来に思いをよせ、自分たちができる環境保全に取り組んでいく子供の育成に効果的であった。 

 本研究では、個の追究が深まるにつれ、新たな課題を子供達自身で見出し追究を続ける姿があった。学習に没頭

していく様子をうれしく思う反面、区切りの付け方や時間配分が難しかった。各教科と連携した綿密なカリキュラ

ムマネジメントを行うことで、子供達がより主体的に追究し行動していけるように改善を図りたい。 

【資料24】児童Ａ 単元前（上）と単元後（下） 

【資料25】児童B 単元前（上）と単元後（下） 

【資料26】児童Ａ 振り返り作文（３/10） 
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